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静 岡 県 の ラ ン 科 植 物

杉  本  順  一*

Orchids of Shizuoka Prefecture

Junichi SuGIMOTO・

本稿は筆者が数十年にわたる調査を通じて,採集あるいは日撃した本県産ラン科植物の種願を列記し,そ

れらの検索表をそえたものである。なおいくつかの種類は同好の諸氏からの個人的教示によつて収録した。

尚目録には静岡県を便宜上次の5地域に分けて次の記号をもつて産地を示した。

A:伊豆半島区域,も と伊豆国の半島,B:駿河東部区域,も との駿河国の東半分,富士川以東,C:駿
河西南部区域, もとの駿河国の西半分で南アルプス区域を除く,D:遠江区域,も との遠江国の全域,大井
川以西,E:南アルプス区域,駿河国の北部で,大無間山と山伏峠とを連ねた線以北,但し梅ケ島地方を除
く。

静 岡 県 産 ラ ン 科 目 録

1.Aπ′′οsιづ鰤に たιFsルグ(MaXim。 )Schltr. ィヮチドリ D
2.Bル″′′α sι″Jα″α(Thunb。 )Reichb.fil. シラン BD

二 gιられα OHWI シロバナシラン BD
3.B“ルの場ノ″π ′型″οg′ο∫詔″ Maxim. マメズタラン ABCD
4.B.′″εο″ψJι″π Maxim.ムギラン ABCD
5.0″″″ιά ルα H00k・ f.var.sr/1′′σみた′′ (Hara)F.Maekawa キソエビネ BCDE
6.C.′ Jsrο′οr Lindl.ェ ビネ ABCD

f.υ J″″′αルα(Maxim.)Hondaャ ブエビネ ACD
7.Crィン″α Ma対m.ナ ツエビネ ABD
o.Co sル らο′ど′Decne。  キエビネ (キバナエビネ)D
9.C.″ゴ

“
′グ″αra Lindl.var.″ ο″ザン"(SChltr.)F.Maekawa 

サルメンエビネ ABC
lo.C″
"崎
οみ
“
ルοsα (L.)OakeS Var.s´ ′″ο∫α(Schitr.)MakinO ホテイラン BE

‖.Cゅみα′α″ιみι″αι″
“
″ (Thunb.)Blume ギンラン (′ ク`サンラン)ABCD

12.C″′ιια var.sあ ά カノ′α(Miyabe et Kudo)OhWi ユウシユンラン DE
13.C.メ″ごα滋 (Thunb,)Blume キンラン (キサンラン)ABCD
14.C′ο″gι蒻 ″″″α Blume ササバギンラン ABCDE
15.Cs/1iz“ο′F.Maekawa クゲヌマラン B
16.C力α物 姿Fsr"′ Jα s′力οたグα″α(Makin。)Makino et F,Maekawa ヒメノヤガラ B
17.0物″″″ααιガαヵ″J″ Sawada ォノエラン ABC
10.Cirrlο pιた″πヵ ό″ゴι″π Makino ミヤマムギラン CD

*静岡市八幡 5-14-3  5-14-3 Yawata,ShiZuoka City,Shizuoka Prefecture
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19.C“ιοg′οss″″υ′″′グι (L.)Hartm.var.bracteatum(Willd.)Richt ァォチドリ BCDE
20.C.υ′′ゲ″ι(L.)Hartm.var.α α々′s層″ο″た″″π Satomi 夕ヵネアオチドリ E
2:.Cr"α s″αα″ιttJι

“
″ια Makino サィハィラン ABC

22.の″ιJ″″″ gο
`″
ルgゴ′(Rchb.)Rchb.f.シ ュンラン ABCD

23.C.たα″に″Makino カンラン CD
24.C″″働 Zi″″ Hook.ナ ギラン ACD
25.C.″孝ψο″′ι″″ (Fr.et Sav.)MakinOマ ヤラン AD
26.Cν′″́ ι″J“″ ″ιιゴ′ι Rchb.f. コアッモリソウ BCD
27.α 力ψοガσ

“
π Thunb. クマガイソウ ABCD

20.C.g″rた′π′′,swartz var.メ″αらια″″
“
222(Makin。)Pfitz。 キバナノアツモリソウ BE

29.C.πασ″α″′λ″′″Swartz var.力ο′″αrs“滋ο″ゴα″″″ Sadovsky ホティァッモリソウ E
30.C ttα ″ηπιみ″″ Swartz var.ψ ′

`′

οS“π (Rolfe)Koidzumi ァッモリソウ B
f・ αル′ ″″″ (Makino Ohwi シロバナアツモリソウ B
31.Dαの ″κたブSαだЙ ″ lFisch.)■7ermuelen ′ヽクサンチドリ E

f・ ″らがあた (Tatewaki)F.Maekawaシ ロバナハクサンチドリ E
32.Dαιり′οS′α′J″ ′Йgι″s Rchb.f. ィチョゥラン ABCDE
33.Dι″ありι′″π″ο″J′ザbr″′(L.)SwartZ セツコク ABCD
34.E′

`ο
″み′sノ″力″′ια(A.Gray)F.Maekawa サフラン (アサヒラン)D

35.助魏´ J́α″′ル s sαω吻″″2tS(F.Maekaw⇒ Ohwi ハコネラン ABC
36.E.sσん223ノ″′Jグ Rchb.f. コィチョウラン BCDE
37.局喝″ι″ゴsp`´ゴ〃。∫α Fro et Sav. アォスズラン (エゾスズラン)ABCDE
38.E.rん″″ら″

=Jゴ
A.Gray カキラン (スズラン)ABCD

39.ウ´οgJ″″″んy′滋′″(Fo W,Schmidt)SwartZ トラキチラン E
40.Gαルο′α sζ′ιι″″Jο″α′Js Rchb.f. ッチアクビ ABCDE
41,Gα″ο
「
ιたどsσノι′οιみJ滋 (Fr.et Sav。 )Nevski カモメラン BCDE

42.Cas″οεみグルsノ″ヵ″た″s(Makin。 )Schitr. ヵシノキラン AD
43.C.π″s″″″(Makino)Schltr.ベ ニカヤラン (マ ツラン)ABD
44.C.″ο″″απ″772(Makino)Schitr.モ ミラン D
45。 C“ιro″′α υerπ

`ο
sα Blume ャッシロラン ABCD

46.G.ιたた Blume ォニノヤガラ ABCDE
f.pα′′ι″s(Kitagawa)Tuyama ヒメテンマ ABC
47.G.g″

`σ
′′ゴs Blume ナヨテンマ D

40.Gοαりι″ ノちZ′οSα Benth.var.″ αェル‐ω′εzJα″α(Makino F.Maekawa アクボノシユスラン
ACDE
49.G.πασ″″ι力α Maxim. ベニシュスラン ABCD
50.C.´′″滋″

～
laxim.var.ι

“
ιλ

"厖
F.Maekawa ヒロハツリシユスラン ABCDE

51.G.′
`ク
`″
S(L.)R.Brown ヒメミヤマウズラ BCDE

52.C.∫ε力′
“
みたπaノど4″ Rchb.f. ミヤマウズラ ABCDE

53.G.υι″ιレα Maxim.シュスラン A
54.の″″α′ι″グα

“
″′sあ

`ι

′ια(Cham.)Miyabe et Kudo ノビネチドリ BDE
55.G.ω″q¨ια(ι。)R.Brown.チ ドリソウ (テガタノチドリ)BE
50.Lbι″″ゴα″ι″″た (Sw.)Schltr. ダィサギソウ AD
57.Hノαgι呼 密 MakinO ムカゴトンポ D
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50.H′′″′α″ゴル′′α MaXim.オオミズトンボ B
50.I″″′α″ (Thunb.)Spreng. サギソウ AD
60.E sα gJιr崚た Rchb. ミズトンポ ABD
61.H′初 ゴ″Jα″α″g″ s′ヵら′′″π (Lindl.)Benth.Var.′ ο″gた″′`(Wright)Makino 

ムカゴノウ

ABCD
62.L′

`α
″οπみ′sJψο″ゴ

“
Blume ムヨウラン ACD

63.ι´αガSα″″ε″′αια BIume ギボウシラン ABC
G4.L.″″っοsα (Thunb.)Lindl.コ クラン ABCD
65.L.οグο

“
″α Lindl. ササバラン A

66.L.ノ万′Sα″ι″sFs Fo Maekawa フガクスズムシソウ BCD
67.ι .力ψ″

“
(Miq。)MaXim.セ イタカスズムシソウ BCDE

60。 L.物濠ル
“
″α Schitr.スズムシソウ (スズムシラン) ABCD

69.L.たた″′″′Fr.et Sav.ジガバチソウ ABCD
70.L.力″

“
οたガ′″Fo Maekawa クモキリソウ ABCDE

71.L′s″
`″
ιο化あ滋 (L。)R.Br.subsP.′ α′οガεα (Hara)F.Maekawa フタバラン (コ フタバラン)

BDE
72.ι .′″ο″′σα Blume ヒメフタバラン B
73.L.″αた′″οα″α Ohwi アオフタバラン ABDE
74.L.″ ″つο″′

“
Makino ミヤマフタバラン BE

75.L.タノ″ιο′
“
″ Lindl.タ カネフタバラン,  BE

76.ルした″Js′πο″″勁y′′οS(L.)Swartz ホザキイチョウラン BCDE
77.ルリrFl′εカゴsユ´ο″J“ (Rchb.f。)Rolfe アリドオシラン ABCDE
70.ハ rσ。夕″′″αノα′σα″ (Thunb.)Hu フゥラン ABCD
fo α加 ルασ方ゲs Sugimoto クロジクフウラン D
79.ハレο′″α αsJα″グεα Ohwi ヒメムヨウラン BE

00.M″″
“
sαυJ∫ (L.)Richard var.″ α″グsル″′ια KOmarov サカネラン BE

81.Aレο″′α″″λι r″ι″′α″α(L.)Schitr. ミヤマモジズリ BDE
82.ハL′ιノZSα″′″Sお (Sugimoto)F.Maekawa フジチドリ BCD
83.ハ【θ7ヴ″α ″́″ι′α姥 (Blume)Schitr.var.ni,,ο ″ゴ

`α
(MakinO)F.Maekawa ムカゴサイシン C

04.Oι″ο″花げ″ο″ゴεα(Maxim.)N/1akinO ョゥラクラン ABCD
f.υゴガ′ιsιι″s(Makino)Makino アォバナヨウラクラン BC
85.0′′οたみゲs pαιι″s(Lindl.)Lindl. コヶイラン ABCDE
86.P/1αル∫″′″ο″Blume ガンゼキラン (ホシケイラン)D
87.PJα′α″ル 滋 夕ο″ι″ιグゴFr.et Sav. ジンパイソウ ABcD
88.P.力οJοg′ο′″s Maxim. ミズチドリ (ジヤコウチドリ)AB
89.P.力″″あο′′α(L.)Lindl.var.υ ′ガグ,夕ο′α(Cham.)Kitamura シロゥマチドリ E
9o.P.ノ″ο″J“ (Thunb.)Lindl. ッレサギソウ ABCD
91.P.れ夕″滋π′″ο′″″ε Rchb.ヤ マサギソウ ABCD
92.P.272α″″″レο紹″ Rchf.var.″ιg′′″α(Scllltr.)F.Maekawaマ イサギソウ AB
93.P.″ ,α″′″οωたz′α″α Schltr. タカネサギソウ E
94.P.π′″ο″Rchb.f. ノヤマトンボ (オオバノトンボソウ) ABcD
95.P.″ゴ′ヵ″′ια Makino コパノトンボソウ ABcD
96.P.″ みοッグJο J″′s Fr.Schm.キ ソチドリ ABcDE
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97.υ″.α″S′″″s Ohwi ナガバキソチドリ BCDE
98.P.sασttα′ル′″sガs Fr.Schm.ォォヤマサギソウ CDE
99.P,sασ力α′ルι″sFs var.み ο″グοι″sFs Oみ ωグ フガクャマサギソウ B
loO.P.′α々ια″ゴMakino ミヤマチドリ (ニ ッコウチドリ)BE
101.P.ιつ″′οゴ″ιS(L.)Lindl.ホ ソパノキソチドリ BE
102.Pagο ″′αブ″

"″
グに Rchb.f.ト キソゥ ABD

f・ ′α′′ιSε
`″

s Tatewaki シロパナトキソウ D
103.P.″

`J″

ο″(NIakino)Makino ャマトキソウ ABcD
104.Pο″οκ/2rs rた Jグο″′(Makino)OhWi ヒナチドリ, ABD
f.α′ιザあ′η (Sugimoto)F.Maekawa シロバナヒナチドリ B
105.P.g″″ヴ″ノb′Jα Rchb.f. ウチヨウラン ABcDE
f.α′ιグタο磁 (Murai)F.Maekawa シロバナウチョウラン B
106.P.joo‐ iokiana(Makino)Nakai ニョホゥチドリ DE
107.&“

“
″″/1zs sιο′9′

`″

′″ゴル′ゴ″π 4`akino ムカデラン BD
10o.品κοσんブルs″ψο″た

“
s(Rchb.f.)Miq. カヤラン ABcD

109・ 8″ 4α″ιルSSルι″sグs(Pers.)Ames var.απο′,7α (Bieb.)Hara ネジバナ。 ABCDE
f.α′ιιsιι″S IHOnda)HOnda シロモジズリ CD
f.υ J″ノ″があ″ (Makino)Ohwi アオモジズリ B
llo.T″ガ9クリ′ル″ g′α″ど

“
′οs″ 77ι Blume クモラン ABcD

lll.Tip“ ぁ″fα ノ″ο″ゴεα Matsum. ヒトツボクロ ABcD
l12.T″ο″お′ブ″″′″αι(Makino)Hara イイヌマムカゴ ABcD
l13.2 πss%″ル″sグs(Maxim.)Hara トンボソウ ABCD
l14.y′αグルヵ″″″αたαゴα″″″ι Fo Maekawa ハクウンラン AB
l15.y“″′αα″αgル″sグs Nakal et F,Maeka キバナノシヨウキラン ABCD
l16.Kノ″

"″
ビια Maxim.シ ョウキラン E

l17.Sι″ι
“
ルψ″たα Garey et Sweet ナゴラン C

l18.L`ε″2ο″ιみJs″ゴgrたα″s Honda クロムヨウラン D

静岡県産ラン科の検索表

A 葉のないもの。地上に生える。… … … …… … …… … … … … … … … … … …… 1   無葉ラン類
A 葉のあるもの。もし葉のないものは樹上に着生する。
B 樹幹,樹枝又は岩石の表面に付着するもの。・…………・…………………………………2   気生ラン類
B 地上又は岩のすき間などに生ずるもの。
c 芯柱は背面に 1個の退化雄芯と,両側に1個づつ計 2個の雄芯があり,柱頭は3個 ,唇弁は袋の形
を呈する。…………………………………………………………………………3   アッモリソウ類
C 芯柱は 1個の雄芯があり,左右両側に1つづつの約室が分かれ着く,約室は芯柱に固着して離れな
い。夏緑多年草。……………………………………………………・……………………4   チドリソウ類
C 芯柱は 1個の雄芯があり,その頂又は頂背面に約室が接してつき,約室は芯柱から脱落しゃすい。
D 葉は常緑で質硬くて,内折するのみ,後基脚に関節を生じ落葉するもの, 5   シュンラン類
D 球茎又は偽球茎又は肉質の柱状茎あるもの。…………… …………………・… 6   有球茎ラン類
D 球茎のないもの。但し球状の肥厚根のあるものを含む。花序は頂生。
E 根茎は這い,その先が起き上つて地上茎となる。約は芯柱の頂背面についている。葉は小形卵
形～広皮針形で縦しわがないもの。…………………………………………7   ミヤマウズラ類
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E 根茎は上記と違った形を成す。約は芯柱の頂につき内向するもの (但しネジバナは例外)
…………………………………………… 8   その他のラン類

1 無葉ラン類 (腐生ラン)
A 花序よく分岐する。花は多数ある。果実は肉質に赤く熟し下垂し大形。

………………………………………………………ツチアケビ

A 花序は分岐しない。
B 著は合生する。 [オニノヤガラ属]
C 小花梗は花後に伸長する。地下茎は棒状で細毛がある。
D 花は2～ 5個 (まれに1～ 7個)茎は3～ 10Cπ ,花は9～ 10月 。

………………………………………………アキザキヤツシロラン

D 花は6～ 14個 ,茎は10～ 60c″細い。花は6～ 7月 。…………………………………………ナヨテンマ

C 小花梗は花後に伸長しない。地下茎は太く肥厚し無毛。
D 茎は 40～ 100 rπ ,裾色素がある。花は多数で褐色。…………………………………………………オニノヤガラ
D 茎は褐色素がない。
E 子房と花の一部に緑色部がある。… … … … ………………… … … … … … … ……アオテンマ

E 子房と花は自色,茎は低小で花は少数。………………………………………・…………………シロテンマ

B 著片 3個は離生する。
C 花に距が多少ある。
D 退化葉はさや形。花被片は細くて鋭尖形。根部は多岐してサンゴ状を呈する。……トラキチラン

D 退化葉は鱗片状でさや状でない。花被片は卵状楕円形で先は丸い。
E 地下部は分岐が少い。花は淡桃色で,距は明か。………………………・…………………シヨウキラン

E 地下部は分岐が多い。花は帯黄色で距は著しくない。……………………キバナノシヨウキラン
C 花に全く距がない。
D 子房頂と花冠との間に鱗片がある。芯柱と唇弁の基部と多少合着する。植物全体は乾くと黒褐色
E 唇弁は自色で内面全体に毛がある… …… … … … … … … ……… …… … ……… …ムヨウラン
E 唇弁の先は紫をおび,内面は中央だけ毛がある。……………………・……………クロムヨウラン
D 子房頂と花冠との間に鱗片がない。
E 地下茎は肥厚しない。多数の根が密生して水平以上に開出する。
F 茎は有毛,花被片の長さ5～ 6続,唇弁は2裂。……………・……………………・……サカネラン
F 茎は無毛,花被片の長さ3勧 ,唇弁は全辺。…… … … …………・……………ヒメムヨウラン
E 地下茎はやや肥厚する。根は退化する。
F 花は小形半開し,花被片長さ3～ 4.5商。唇弁の基部は半胞状にふくれる,桃自色。

…………………………………………………………ヒメノヤガラ

F 花は大きくして開出し,等片長さ約2o勧,唇弁はゆるく3裂し,中片は下へ捲き,側片は内
へ巻く。淡紫色。……………・……・……………………………………………………………マヤラン

E 地下に球茎がある。花期に葉なく只 1花ありて,花被片は皮針形で汚紫色。花後に腎形の 1枚
の葉が出る。……………………………………………………………………………ムカゴサイシン

2 気生ラン類 (着生ラン)
A 葉がない。多数の灰緑色の根を激射状につけて基物に固着する。茎はごく短縮して不明。花は小形黄緑
色で,著は半ば合着し短距がある。…・…………………………Ⅲ………………… ……………………クモラン

A 葉がある。
B 花序は茎に頂生する。葉の基部に関節ができない。
C 偽球茎がある。同大の二葉が根元に接して着き,有翼樋形の葉柄と卵形の葉身より成る。花被片は
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線形で水平以上に開展し両辺が外巻する。唇弁は外へ捲くが,頂はやや裁形。距はない。
…………………………………………………フガクスズムシソウ

C 偽球茎がない。
D 根の一つは球形～楕円形に肥厚する。葉は茎に 1枚つく。花は紅紫色～桃色,まれに純自色。距
がある。

E 距は子房と平行して後方へ伸び子房よりも長い。唇弁は等しく3中裂する。
……………………・・̈ …̈…………………………………………………………ヒナチドリ

E 距は子房より短かくして下へ曲る。唇弁は両側の中部辺縁に 1対の短裂片あり。
………………………………………………フヂチドリ

D 根は上記の如く肥厚することがない。
E 葉は普通形 (上下扁平の葉質)有柄の皮針形。花序は反転して上へ曲り,花 は自色で半開す
る。………………………………………………………………………………………ツリシュスラン

E 葉は短かい肉質で左右に扁平。花序は下垂し,径 1商 ぐらいの微小の花が多数つき,平開して
橙色又は緑色。……………………………………………………………………………ヨウラクラン

B 花序は葉又は偽球茎の側又は腋につく。
C 円棒形の地 卜茎がある。茎は数個の節があり,葉は上下扁平,花は大形の自色又は桃色。芯柱脚と
唇弁との間は顎を作り関節する。唇弁は可動性。…………………………………………………………セッコク

C 卵形の偽球茎が針金状の旬旬革 Lに疎生し,その上に各 1枚づっ葉をつける。
D 葉の先は尖る。花は数個つき,下著 2片は他の花被片より著しく長い。

……………………………………・…………………ミヤマムギラン

D 葉の先は円形。花は1～ 2個。等片はやや同長。………………………………………………………ムギラン
C 偽球茎はない。茎は細い。
D 花は著しく長い線形の距があり。純自色。………… …・………・……………… …… … ……フウラン
D 花はやや大,唇弁の基に顎がある。・………………………………・……………………………・ナゴラン
D 花は小形。長い距はない。
E 葉は針金状の葡旬茎に粗生する。紫点がない。
F 葉は側扁する。花は淡桃色,顎がない。…………・………………・……………………ムカデラン
F 葉は上下扁平,倒卵形。花は淡黄色顎がある。… ………・…………………………マメヅタラン
E 葉は茎に多少密生する。
F 葉に紫色小点がない。
G 花は淡黄色,唇弁の基部は胞状に膨らむ。葉は密生し3～ 6帥。

…………………………………………………………カシノキラン

G 花は黄色で無斑,顎がある。葉は粗生し2～ 4ο″。………………………………………カヤラン
F 葉に紫色小点がある,真直又は僅かに弓状。
G 花の距は明か。葉は5～ 11れ。… ………………・…………………………・…… … …モミラン
G 花の距は不明の半胞状,葉は7～ 20商。・…………………・……・…………………ベニカヤラン

3 アツモリソウ類
A 葉は2枚接近してやや対生状につく。
B 花は小形で花梗は葉の裏面にかくれて咲く。葉は小形卵形で3主脈と網状イⅦスがある。

・………………………………………………………コアツモリソウ

B 花は大形で花梗は葉の上方に位して花が咲く。葉は多脈が平行する。
C 葉は大形扇円形で,頂辺は広い円形を呈し,脈は扇状に放射する。

…………………………………………………………クマガイソウ

C 葉は広楕円形で先は広くない。脈は平行脈。………… …………………………キバナノアツモリソウ
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A 葉は3～ 5枚が互生し,楕円形で多数平行脈がある。花は大形。
…………………………アツモリソウB 側花弁は広皮針形で漸次鋭尖形。ブナ帯草原に生える。…………
………………………ホテイアツモリB 側花弁は広楕円形で短かく尖る。亜高山帯の草地に生える。………

4 チドリソウ類
……………………………ムカゴソウ。地下に1つの肥厚根がある。………A 花に距がなくて,緑色～淡黄

A 花に距力ゝ明かにある。
B 唇弁は3裂し,その側裂片は線形で細長いか又は扇形で辺は細歯牙あるか糸状細裂する。根の一二は
球状又は楕円形に肥厚する [ミ ズトンボ属]

C 唇弁の側裂片は扇形で辺は細歯牙あるか又は毛状細裂する。花は純白色。
………………………………サギソウD 葉は線形。唇弁の側裂片の辺は毛状細裂する。…………………

D 葉は狭楕円形。唇弁の側裂片の辺は細歯牙状。……………………………・………・…………ダイサギノウ
C 唇弁の側裂片は長線形。花は純自でなく少くとも唇弁は淡緑をおびる。

花は小形で緑色,距は子房より短い。D 葉は狭楕円形～皮針形。
……………………………ムカゴトンポ

D 葉は線形で漸次細まり尖る。花は一部白色。距は子房と同長又はより長い。
E 距の先は急に膨らむ。つばみの側面は著しく内曲。……………………………………ミズトンボ
E 距の先は僅かに次第に太まる。つぼみの側面は少し曲るだけ。…………………オオミズトンボ
B 唇弁は上記と異る形。
C 唇弁は明かに3又 4裂し,裂片が明かにある。
D 花は淡緑色～淡黄色。距は短かい。唇弁はときに紅紫色のものあり,球状の肥厚根はない。
E 唇弁は狭長楕円形で先端のみ2～ 3尖裂し,基側には小裂片がない.唇弁 は紅紫色～ピンク

色。

F 高さ25～ 50ιπ,下菩片の長さ7～ 8〃。……………………・………………………………アオチドリ
F 高さ10οz以下,下著片の長さ5滋。……………………………・………………・タカネアオチドリ
E 唇弁は基部に 1対の小形裂片があり,中央片は舌形で自色又は淡黄緑色。
F 葉は2枚共幅 1～ 3物。距は細長くて5～ 9麟。……………………………・…………トンボソウ
F 葉は長楕円形 (下葉)と広皮針形 (上葉)と ある。距はごく短かくして1～ 1.5勧。

………………………………………………………イイヌマムカゴ

D 花は紅紫～淡桃色又は純自色。
E 地下に1つの球形,楕円形の肥厚根がある。
F 葉はヨ叩2～ 3枚開出。花序は多数の花がねじれた列になつてつく。距 は短か くて前へ轡
曲,唇弁は5裂する。…………………………………………………………………ミヤマモジズリ

F 葉は3～ 4枚茎に互生する。距は子房と長さやや同長ぐらい。唇弁は3裂する。通常岩壁に
生ずる。…………………………………………………………………………………ウチヨウラン

F 葉は茎の途中に 1枚が大きく他は退化又は小形となる。
G 唇弁は3裂し中片は舌状長楕円形,側裂片又は小形。距は短小。ブナ帯の樹上に着く。

……………………… …̈…………………………………………フヂチドリ

G 唇弁は明かに3～ 4裂する。
H 距は子房の半長以下。唇弁は明かに4す裂する。暖帯の谷の岩壁などにつく。

……………………………………………………………イフチドリ

H 距は子房とやや同長か又はより細長い。
I 唇弁は8～ 10"。 中央裂片は単純に微尖頭。ブナ帯の樹幹上に着生。

・・……………………………………………………………ヒナチドリ
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I 唇弁は13～ 15滋中央裂片の先は2～ 3尖頭又は凹頂。高山帯に生ずる。
………………………………………………………ニョホウチドリ

E 地下に球形又は楕円形の肥厚根はない,も し肥厚根あれば掌状分裂する。
F 唇弁は倒卵状くさび形で先端浅く3尖裂。距は子房よりも短くて曲る。葉は割合多くて抱き
合つて互生し,幅が広く,辺は多少波縮する。根は掌状のものがない。

…………………………………………………………ノビネチドリ

F 唇弁は明かに3裂。距は細長い。葉も細長い。根はしばしば掌状。
G 著片長さ4～ 5物 ,鈍頭。花序は花が甚だ多くて,荀は花と同長以下で日立たない。根の
一部は掌状肥厚。… … ………………………………… … … … ……… ……… テガタノチドリ

G 著片長さ8～ 13勧鋭尖頭。花序の花はあまり数多くない。包は花より長いので日立つ。
………………………………………………………ハクサンチドリ

C 唇弁は単純で裂片がない,(分裂しない)。 球状又は楕円形の肥厚根がない。
D 花序は2～少数の花あり,花は純白色又は紅紫色で,著片の長さ8～ 10″。
E 葉はただ 1枚根生状。花は紅紫色。距は細長くて子房と同長ぐらい。

……………………………………………………………ヵモメラン

E 葉は下方 2枚あり。花は純白色。距は短小。… …………… …………… … … ………オノエラン
D 花序は多数の花をつけ,花は小形で自色,淡黄色又は緑色。若片長さ4～ 8物。唇弁は舌形。
[ツ レサギソウ属]

E 主な葉は数枚下から上まで互生する。
F 茎に稜条が著しい。花は黄緑色,距は細長い。低山野産。

・……………………………………………………………………ノヤマトンボ

F 茎は稜条が無いか殆んど条線のみとなる。
G 距は4～ 5物,花は黄緑色。高山帯に生ずる。… …・…… …… … … … …シロゥマチドツ
G 距は子房よりも長い。花は自色。
H 唇弁の基部の側に短小突起がある。距の長さ3～ 4c″。山野産。

…………………………………………………………ッレサギソウ
H 唇弁の基部側に小突起がない。距は長さ1～ 1.5ο″,葉は線状皮針形で次第に鋭尖頭 ,
沼地に生ずる。………………………………………………………………………ミズチドリ

E 主な葉は基部に2枚近接し広楕円形。距の長さ1.5～ 2c″ ,山地の林下に生ずる。
…………………………………………………………ジンバイソウ

E 主な葉は中途に 1又 2枚つく。
F 剰叩は多少鞘状を呈する。花茎にいくらか稜線がある。唇弁は下方から後方へ外曲する,花
は自色から淡黄緑色まで変異がある。

G 側等の長さ4～ 6物,距の長さ1.5～ 2 οπ,………………………………オオヤマサギソウ
G 側書の長さ8続,距の長さ3～ 4 οπ………………………………ォオバナオオヤマサギソウ
F 葉脚はほとんど無鞘でゃゃ抱脚気味。花は淡緑色又淡黄色。
G 約室の左右は狭く接近する。距は細長い。
H 葉は茎とゃゃ平行に立ち幅狭い。距は後方上向する。

……………………………………………………コバノトンボソウ
H 葉は開出し長楕円形～線状長楕円形,距は下向する。

……………………………………………………………………ホソバキソチドリ
G 約室は左右に開く。
H 距は子房及び唇弁よりも短かい。…………・…・………・…………………………・ミヤマチドリ
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H 距は子房及び唇弁よりも長い。
I 子房はゆるく曲るか殆んど曲らない。葉は広く開出する。
J 葉は広楕円～長楕円形。…………… … … ………… ………… ……… …キソチドリ
J 葉は線状楕楕円～線形,…………………………………… … …̈ ……ナガバノキソチドリ
I 子房は強く曲る。葉は斜に直生又は半ば開出する。
J 距は後方又は下方へ向く。…………………………………………………………………ヤマサギソウ
」 距は上方へ向く。… ……… … … …… …… …… … …… … … ……マイサギソウ

5 シュンラン類

A 葉は倒皮針形又は狭長楕円形で幅15～ 30滋,明かの細い柄がある。花序は2～ 4花 ,花は自色。7～ 8

月咲く。……………………………………………………………………………………………………ナギラン

A 葉は狭長スゲ状で,幅 6～ 15〃,柄は明かでない。
B 葉の辺はザラつき,幅 6～ 10爾,花序は唯 1花。著片は緑色で,花弁は自色,唇弁は赤紫色斑点があ
る。花期3～ 4月 、…………………………………………………………………………………シュンラン

B 葉の辺はザラつきなく,幅 6～ 17物。
C 花序は6～ 12花。若片は先鋭尖。花は紫,褐又は緑色,花期12～ 1月 。

………………………………………………………………カンラン

C 花序は5～ 13花,著片は先鈍形。花は淡黄緑色。花期6～ 10月 ,県下に自生なく栽培されるのみ。
……………………………………………………………スルガラン

6 有球茎ラン類
A 著片は反転して線形,花弁は糸状線形で反転し共に両辺が外捲する。唇弁は距も顎もない。 [ク モキリ
ソウ属]

B 常緑草,葉は通常 2又 3枚ありて不同大。照葉樹林に生ずる。
C 地上茎は円棒形に肥厚し,茎の上端に2～ 3葉あり。花は黒紫色。

・………………………………………………………………コクラン

C 偽球茎あり,葉は2～ 3枚ありて下方半鞘状に抱き合い,皮針形で鋭尖。花は汚紫色～緑色と変異
がある。……………………………………………………………………………………………ササバラン

B 夏緑草,偽球茎がある。葉は2枚同大で卵形～長楕円形。
C 唇弁の先は急に尾状に鋭尖す。一般に小形。……………………………̈ ……̈ ¨̈ …………………ジガバチソウ
C 唇弁の先は広裁形又は広円形。
D 唇弁は下方へ捲曲する。
E 樹上に着生。側著片は巻かない。………………………………………………・…・…………フガクスズムシソウ
E 地上又は岩間に生ずる。側事片の両側は巻く。……………………………̈ ………………・クモキリソウ
D 唇弁はほとんど平らで基部が僅か曲るだけ。
E 葉身は葉柄から急に拡がる。唇弁は楔形で基部次第に狭まる,長さ5加。

…………………………………………………………ギボウシラン

E 葉身は葉柄へ次第に移る。唇弁は基部急に狭まる。長さ7渤以上。
F 花茎の高さ10～ 20ο2。 花はやや大,唇弁長さ10～ 17物側薯片の先は唇弁より縦に長い位。

…………………………………………………………スズムシラン

F 花茎の高さ20～ 30cπ ,花はやや小,唇弁長さ7～ 9″,側馨片の先は唇弁より明かに長くぬ
き出る。………………………………………………………………………セイタカスズムシソウ

A 花は上記と異り,花被片はとい状に辺が外へ捲くことがない。
B 葉は3枚以上ある。
C 花序は頂生する。荀は開花のとき脱落する。花は大,紅紫色,まれに自色半開形。
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シラン

C 花序は側生する。葉叢の最頂部には生じない。
D 芯柱と唇弁とは離れている。花は大形黄色で短い距がある。

…………………………………………………………ガンゼキラン

D 芯柱は唇弁の基部と合生する。 [エ ビネ属]
E 花に距がない。
F 薯は黄緑色,幅広く先は急に尖る。唇弁は赤褐色で中裂片は円形で辺は波曲のしわがある。

・……………………………………サルメンエビネ

F 事は自色又淡桃色,幅狭くて先は鋭尖頭。唇弁は自色又は桃色で,中裂片は楕円形。
……………………………………………………………ナツエビネ

E 花に距がある。
F 唇弁は3裂しない。花は紫桃色。深山に生ず。………………………………………… ………キソエビネ
F 唇弁は3裂する。
G 花は全体黄色で大きい。… ……… … … … … … … ………… … … … … … ……キエビネ
G 花はゃゃ小さく,薯片と花弁 (唇弁を含む)と は異色。
H 尊片は褐色,花弁と唇弁は淡紅～淡桃色。……………………………………………………エビネ
H 薯片は緑色,花弁と唇弁は自色。……………………………………‐…………・……………ヤブエビネ

B 葉は 1枚又は2枚。
C 花はただ 1個。
D 花は半開,唇弁は距なく,袋状でもない。葉は無柄で広線形,茎の中部につく。

……………………………………………………………アサヒラン

D 花は開出し事片は反転する。唇弁は袋形でその先に距がある。葉は有柄で基脚につき,長楕円形
で浅心脚。………………………………………………………………………………………ホテイラン

C 花はやゃ多いか又は甚だ多数。
D 花序は頂生し,花は小形平開し,径 2.5～ 377a。 距なく淡緑色。葉は1(稀に2),茎につく。

…………………………………………………ホザキイチョウラン

D 花序は側生,葉は偽球茎から生ずる。
E 花は小形,開出し距がある。薯片長さ3笏。葉は明かの柄ありて浅心脚。

…………………………………………………………ヒトッボクロ

E 花は中大,半開。距はない。葉は楔脚。
F 葉は線形,幅 1～ 3“ ,花は黄色,長さ8～ 10物。…… … … …………・…………コヶイラン
F 葉は倒皮針形,幅 4～ 5 ιπ,花は紫又は褐色。長さ30～ 35物。

…………………………………………………………サィハイラン

7 ミヤマウズラ類
A 革片3枚は殆んど離生。唇弁の基部は半胞状に膨れ,前部は拡大しない。 [ミ ヤマウズラ属]
B 樹上に着生して下垂し,花序は逆転,傾上する。………………………… ………………ツリシュスラン
B 地上に生ずる。花茎と花序は直生する。
C 花序は1～ 3個の花あり。花は筒形で長さ2～ 3C″,淡黄色～帯紅色。

………………………………………………………ベニシュスラン

C 花序は花数やや多く。花は卵形。長さ l c2以下。
D 花序の総梗は短縮する。葉は斑紋がなく緑色。…・…………………………………アヶボノシユスラン
D 花序の総梗は長くて明か。
E 葉は下面紫色,表面は暗緑色ビロード状色沢で,中肋派に1自条あり。
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……………………………………………………………シユスラン

E 葉の下面は淡緑色。表面は通常網目状自斑ある。
F 葉の長さ10～25物。花の長さ4～ 5物,唇弁の胞内は無毛。亜高山針葉樹林下に生ずる。

・……………………………………………………ヒメミヤマウズラ

F 葉の長さ2～ 4`π,花の長さ8～ 10"。 唇弁の胞内に長毛がある。ブナ帯以下に生ずる。
…………………………………………………………ミヤマウズラ

A 革片3は多少合生する。唇弁の前部は拡大する。

B 唇弁の前部は次第に拡がる。基部は胞状に膨らむが距とならない。
………………………………………………………アリドウシラン

B 唇弁の前部は急に拡がる。基部は短い距となる。………………… ……… …………………………ハクウンラン

8 その他の類

A 葉は小形無柄で対生し2葉は同大同形。花序は頂生 Eフ タバラン属]
B 葉は下方近くつく。花茎の無花のをは数ケあり互生し,開出する。唇弁は先 2裂 してその裂片は円
形,基部は耳状小片がない。… … … ……… … … … … … … … … … … …… … …アオフタバラン

B 葉は中部につく。花茎の無花の荀は 1又 0。
C 低山に生じ,葉は三角形。花被片は反転する。唇弁は2深裂しその裂片は狭楕円形で鈍頭,基脚耳

片は細くて芯柱を抱える。………………………………………………………………………………………ヒメフタバラン

C 亜高山帯針葉樹林の下に生じる。
D 葉はやや三角形。花被片は長楕円形で鈍頭,平開するが反転しない。唇弁の先 2深裂しその裂片
は皮針形で次第に尾状に伸尖。耳垂がある。…………………………………………・………………コフタバラン

D 葉は扁円形,花被片は線状皮針又は広線形。唇弁の先浅く2裂。
E 唇弁の頂裂片は四角形,基部に耳垂がある。花被片の先は鈍形。反転する。

・……………………………………………………ミヤマフタバラン

E 唇弁の頂裂片は半卵形,基部に耳垂がない。花被片の先は尖る。反転しない。
……………………………………………………タカネフタバラン

A 葉は上記と異る。
B 葉は1つだけ。花は 1個。
C 花は開出。唇弁の形はシユンランに似る。葉は根生し1枚倒卵形で短い柄がある。

…………………………………………………………イチョウラン

C 花は半開,唇弁は中裂片が表面の畝と辺に毛列状となる。葉は茎中央部に 1枚ありて広線形～線状
皮針形,包葉は葉に似た 1枚立つ。花は淡紅又は自色。

D 花は側向しやや開き,長さ16～ 25″。………………・……………………・…………… …̈……トキソウ
D 花は上向しほとんど閉じた形で長さ10～ 15″。… … … … … … … … … … … ……ヤマトキソウ
B 葉は1個根生。花序は数花ありて黄緑又は自緑色。
C 花序は2～ 3花 ,唇弁の側辺に歯牙がない。……………………………………………………コイチヨウラン

C 花序は序は3～ 7花,唇弁の側辺に歯牙がある。……・……………………・…………………ハコネラン
B 葉は3以上ある。花序は数花～多花ありて頂生。
C 葉は線形で根生。花は小形で捻れた列を成して穂状花序を成す。… ……… … … … … ……ネジバナ
C 葉は茎に互生。花は余り多くなくて疎につく。
D 花は点頭する。尊と花弁 (唇弁を含む)と は異色。芯柱風と唇弁と顎を成して関節する。 [カ キ
ラン属]

E 全体無毛。花弁は黄橙色,唇弁に紫脈がある。……… ……………・……・………………カキラン
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E 全体毛状突起あり,唇弁に赤紫彩がある。………………………………・……・………アオスズラン
D 花は上向する。全体純自色又は純黄色。 [キンラン属]
E 花は純黄色。葉は倒皮針形で上方鋭尖形,事の長さ15麟。………… …̈…………・……キンラン
E 花は純自色
F 下方の芭は葉状線状皮針形。等片長さ10物。… … ………………………………ササバギンラン
F 芭はみなごく短小。
G 葉は上部に1～ 2枚ありて小形,事片は狭皮針形で細い鋭尖形。距は長三角形に尖る。

………………………………………………………ユウシュンラン

G 葉は4～ 6枚,普通大。
H 山地に生じ葉は楕円形距は明か。…………………………………・………………………ギンラン
H 海岸の草地に生じ,葉は皮針長楕円形,距は短い。……………Ⅲ……………クゲヌマラン

Summary
The author gives a list and keys Of Orchid Plants of Shizuoka Prefecture.


